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複式学級が生じない
こと

未
来
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一人一人卒業証書を受け取る生徒たち
（加美中学校卒業式）

全
国
的
な
少
子
化
が
進
む
中
、
児
童
生
徒
の
減
少

に
と
も
な
い
、
小
中
学
校
の
小
規
模
化
が
進
行
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

多
可
町
で
も
、
近
年
出
生
数
が
大
き
く
減
少
し
続

け
て
い
ま
す
。
出
生
数
の
減
少
に
と
も
な
い
、
児
童

生
徒
数
、
ク
ラ
ス
数
が
今
後
徐
々
に
減
少
し
、
小
規

模
化
が
進
行
し
て
い
く
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

望
ま
し
い
学
校
規
模
の
基
準
と
し
て
、
多
可
町
で

は「
多
可
町
小
中
学
校
規
模
適
正
化
基
本
方
針
」に
お

い
て
、
小
学
校
の
場
合
は『
複
式
学
級
が
生
じ
な
い
こ

と
』、中
学
校
の
場
合
は『
１
学
年
に
２
ク
ラ
ス
以
上
が

確
保
で
き
る
こ
と
』と
設
定
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
等
事
業
再
開

へ
の
支
援

換
気
設
備
や
衛
生
用
品
も
対
象
！

■
対

象

県
内
に
事
業
所
を
置
く
中
小

法
人
、
個
人
事
業
主

■
対
象
経
費

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
必

要
な
経
費

（
衛
生
管
理
用
品
、
飛
沫
防

止
対
策
、
換
気
設
備
な
ど
）

■
申
請
期
間

令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で

■
補
助
額

補
助
額
を
超
え
る
事
業
を
実

施
し
た
場
合
に
定
額
で
支
給

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
を
考
え
る

子
ど
も
た
ち
の　
　
　
の
た
め
に

減
り
続
け
る
子
ど
も
の
数
と

ク
ラ
ス
数

望ましい学校規模

小学校 中学校

※多可町の独自基準です

１学年に２クラス以
上が確保できること

複式学級とは
　児童生徒数が少ないために、『２つの学年』を
『１つの教室』に編制する学級のことです。

　

多
可
町
で
は
、
八
千
代
中
学
校
で
今
年
度
初
め
て
１

学
年
が
１
ク
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
加
美
中
学
校
で
も

来
年
度
１
学
年
で
１
ク
ラ
ス
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

望
ま
し
い
学
校
規
模
が
維
持
で
き
な
い
状
況
が
生
じ

る
場
合
は
、「
地
域
の
学
校
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る

会
」を
設
置
し
、
保
護
者
や
地
域
と
一
緒
に
子
ど
も
た

ち
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
確
保
に
向
け
て
協
議
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
今
年

の
７
月
に
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

学
校
規
模
が
維
持
で
き
な
い

令和元年の町内出生数

77人
平成17年の出生数
171人から55％減

小学校の児童数の推移

中学校の生徒数とクラス数の推移

中学校の部活動の状況
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小学校のクラス数の推移
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H23 H28 R03 R08
中町南小学校
以外は、全学年
１クラスに！

統合により
八千代小学校
創立

　

小
学
校
の
児
童
数
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
10
年
後

の
令
和
3
年
度
に
は
、
約
６
割
に
減
少
し
、
さ
ら
に

令
和
8
年
度
に
は
お
よ
そ
半
分
と
な
る
見
込
み
で
す
。

ク
ラ
ス
数
は
、
令
和
8
年
度
に
は
中
町
南
小
学
校

以
外
の
学
校
で
全
学
年
１
ク
ラ
ス
と
な
り
ま
す
。

　

小
学
校
の
ク
ラ
ス
編
制
は
、
１
〜
4
年
生
ま
で
は

1
ク
ラ
ス
35
人
が
上
限
と
な
り
、
5
年
生
以
上
は
１

ク
ラ
ス
40
人
が
上
限
と
な
り
ま
す
。（
兵
庫
県
基
準
）

ま
た
、
２
つ
の
学
年
の
児
童
数
が
合
わ
せ
て
14
人

以
内
の
場
合
は
、
複
式
学
級
と
な
り
ま
す
。（
兵
庫
県

基
準
）

　

た
だ
し
、
第
1
学
年
の
児
童
を
含
む
学
年
は
8
人

以
内
と
な
り
ま
す
。

H23 H28 R03 R08
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中
学
校
の
生
徒
数
は
、
平
成
23
年
度
の
7
4
8

人
か
ら
15
年
後
の
令
和
8
年
度
に
は
4
4
4
人
と

な
り
、
約
6
割
に
減
少
し
ま
す
。

ク
ラ
ス
数
は
、
令
和
8
年
度
に
初
め
て
八
千
代

中
学
校
で
全
学
年
１
ク
ラ
ス
ず
つ
と
な
り
、
令
和

10
年
度
に
は
加
美
中
学
校
も
全
学
年
1
ク
ラ
ス
ず

つ
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
中
町
中
学
校
で
は
、
令
和
12
年
度
に
1

学
年
で
初
め
て
１
ク
ラ
ス
と
な
る
見
込
み
で
す
。

八千代中学校は全学年１
クラスに。R10年には加美
中学校も全学年１クラス
になる見込み。

１クラス40人編制です。
例えば、１学年41人の場合、
20人と21人の
２クラス編制と
なります。

中学校クラス編制

（クラス）

（2011） （2016） （2021） （2026）

小
学
校

中
学
校

（クラス）

（2011） （2016） （2021） （2026）

クラス替えが
できないね

みんなが
主役だよ！

小規模校とは？

小学校

中学校

過小規模校 小規模校 適正規模校
１～５

１～２

６～１１

３～１１

１２～１８

１２～１８

クラス替えが
できる２クラス以上

１学年４クラス以上

（クラス数）
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八
千
代
小
学
校
で
は
、
長
ら
く
学
校

と
離
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校

再
開
と
同
時
に
安
心
し
て
登
校
で
き
る

よ
う
に
と
、
心
の
ケ
ア
を
最
優
先
課
題

と
す
る
取
り
組
み
を
開
始
。
オ
ン
ラ
イ

ン
通
信
を
利
用
し
た「
朝
の
会
」を
行
い

ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末

を
利
用
し
て
、
教
職
員
と
子
ど
も
た
ち

が
お
互
い
の
顔
を
見
な
が
ら
会
話
が
で

き
る
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
久
し

ぶ
り
に
見
る
先
生
や
友
だ
ち
の
姿
に
、

少
し
照
れ
な
が
ら
も
ほ
っ
と
し
た
笑
顔

を
の
ぞ
か
せ
ま
し
た
。

学
校
再
開
後
は
、
家
庭
・
学
校
・
地

域
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
密
に
連
携
を
と

り
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

多
可
町
で
は
、
す
べ
て
の
小
中
学
校
が
全
ク
ラ

ス
数
11
ク
ラ
ス
以
下
の
小
規
模
校
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
進
め
ば
、
ク
ラ
ス
数

が
減
少
し
ま
す
。
ク
ラ
ス
数
が
減
少
す
れ
ば
、
学

校
に
い
る
先
生
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
状
況
を
心
配
さ
れ
る
面
と
考
え
る
の
か
、

良
い
面
と
し
て
捉
え
る
の
か
。

小
規
模
校
が
持
つ
、
学
習
面
、
生
活
面
、
学
校

運
営
面
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
実
を
ふ
ま
え
て
保
護
者
や
地
域

の
意
見
を
幅
広
く
取
り
上
げ
、
学
校
の
小
規
模
化

と
そ
れ
に
伴
う
諸
課
題
を
地
域
と
共
有
し
た
上
で
、

少
し
先
の
未
来
を
見
据
え
て
考
え
る
時
期
が
き
て

い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
伸
ば
し
社
会
性
を
育
み
、

生
き
る
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
、
学
習

や
生
活
の
場
と
し
て

望
ま
し
い
学
校
規
模

（
適
正
規
模
）の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

小規模校の良い面
・心配される面

児童生徒の減少

クラス数
の減少

教職員数
の減少

良い面 心配される面

◆児童生徒の1人1人に目が届きやす
く、きめ細やかな指導が行いやすい。
◆意見や感想を発表できる機会が多い。

◆集団の中で、多様な考え方に触れる機会や
学びあいの機会、切磋琢磨する機会が少な
くなりやすい。
◆運動会などの学校行事や集団教育活動に制
約が生じやすい。
◆中学校の各教科の免許を持つ教員を配置し
にくい。

◆児童生徒相互の人間関係が深まりや
すい。
◆1人1人がリーダーを務める機会が多
くなる。

◆クラス替えが困難なことから、人間関係や
相互の評価などが固定化しやすい。
◆切磋琢磨する機会が少なくなりやすい。

◆全教職員間の意思疎通や連携が図りや
すい。
◆学校が一体となって活動しやすい。

◆教職員数が少ないため、経験、教科、特性
などの面でバランスのとれた配置を行いに
くい。
◆1人の教職員に複数の業務が集中しやす
く、負担が大きい。

小
規
模
校
の
課
題
に
向
き
合
う

学
習
面

生
活
面

学
校
運
営
面

　

中
学
校
で
の『
部
活
動
』は
、
生
徒
指
導
に
お
い

て
も
大
切
な
活
動
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
顕
著
に

そ
の
影
響
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

部
員
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
廃
止
に
な

る
部
活
動
も
増
え
、
生
徒
の
選
択
肢
の
幅
が
狭
ま

り
ま
す
。
ま
た
団
体
競
技
に
お
い
て
は
定
数
が
確

保
で
き
ず
、
他
中
学
と
の
合
同
チ
ー
ム
と
な
る
こ

と
が
近
年
増
え
て
い
ま
す
。

　

教
職
員
の
減
少
と
負
担
増
に
と
も
な
い
、
部
活

動
の
指
導
者
不
足
も
深
刻
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
部
活
動
に
入
ら
ず
、
よ
り
良
い
環

境
を
求
め
て
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
生
徒
も

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

部
活
動
へ
の
影
響

中町中学校 加美中学校 八千代中学校
種　目

軟式野球
ソフトボール
男子バレーボール
女子バレーボール
男子バスケットボール
女子バスケットボール
男子テニス
女子テニス
サッカー
陸上競技
剣道
吹奏楽
美術

２
１

７

３
６
10
４
10
９

１
４

10

６
11
11
９

３

７
７

12
３
６
12
13
11
８
23
2510

５
６

５
３
６
９
７
１
４
13
６

０
３

４

９
６
６
９

８ ５

１
７

14

15
17
17
18

16

２
５

10
８
４

11

２
６

７
10
13

６ ６

４
11

17
18
17

23
令和元年度廃部

令和元年度廃部

※中町中学校男子バスケットボール部は令和2年度廃部。女子バスケットボール部は令和3年度廃部予定。

中学校部活動の状況（令和2年7月末現在）

　

学
校
は
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
場
で
あ
る

と
と
も
に
、
多
様
な
考
え
や
体
験
を
持
つ
児
童
生

徒
が
集
団
を
通
し
て
切
磋
琢
磨
し
社
会
性
を
培
う

場
で
す
。

　

効
果
的
な
教
育
活
動
を
展
開
す
る
に
は
、
教
科

な
ど
の
学
習
は
も
と
よ
り
、
運
動
会
や
生
活
発
表

会
な
ど
の
学
校
行
事
や
ク
ラ
ブ
・
部
活
動
な
ど
に

お
い
て
も
一
定
規
模
の
集
団
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

多
可
町
で
は
、『
多
可
町
小
中
学
校
規
模
適
正
化

基
本
方
針
』に
基
づ
き
、今
年
度
か
ら『
地
域
の
学
校

教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
会
」を
設
置
し
、
令
和
3

年
度
の
意
見
書
提
出
を
目
指
し
て
適
正
な
学
校
規

模
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を

傍聴にお越し
ください

『地域の学校教育のあり方を考える会』
　学校規模の適正化に向けた具体的な方策につ
いて、協議を行っています。
　会議は一般の方も傍聴できますので、希望さ
れる方は教育総務課までお問い合わせください。

　第3回開催予定
　　と　き　10月14日（水）午後7時30分～
　　ところ　ベルディーホール会議室　

■問合先　教育総務課　℡(32)2384

１年 ２年 ３年 合計 １年 ２年 ３年 合計 １年 ２年 ３年 合計

※3年生は7月で引退。吹奏楽部は11月引退。 少
し
先
の
未
来
を
見
据
え
て


